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研究成果の概要（和文）：関東平野中央部の中川低地と加須低地には，標高0 m付近にいわゆる泥炭層と呼ばれ
る地層が広く分布する．しかしこの泥炭層は，未分解の植物片からなる一般的な泥炭とは異なり，微粒子有機物
を主体とし，沖積低地の上流や台地の縁にかけて厚層化する．本研究では，この泥炭層の形成メカニズムの解明
を目的として，堆積物コアの掘削と解析ならびに高密度な放射性炭素年代測定を行った．その結果，中川低地の
泥炭層は，当初可能性のひとつとして示したように，現地性の黒泥を主体とすること，また内陸部に広域的に泥
炭層が発達した理由として，弥生の小海退に伴う上流域での砕屑物のバイパスと下流域での砕屑物の堆積が同期
したことが挙げられる．

研究成果の概要（英文）：In the Nakagawa and Kazo lowlands in the central Kanto Plain, so-called peat
 layers are widely distributed around 0 m elevation. However, unlike ordinary peat composed of 
undecomposed plant material, this peat layer is composed mainly of fine-grained organic material and
 thickens upstream of the alluvial lowlands and along the margins of the uplands. In this study, 
sediment core analysis and high-density radiocarbon dating were conducted to elucidate the formation
 mechanism of the peat layers. As a result, the peat layers in the Nakagawa Lowland are mainly 
composed of local muck, as initially suggested as one of the possibilities, and the reason for the 
widespread development of peat layers in the inland is that the bypass of clastic materials in the 
upper reaches and the deposition of clastic materials in the lower reaches were synchronized with 
the Yayoi regression.

研究分野：地質学

キーワード： 関東平野　中川低地　泥炭層　黒ボク土　黒泥　弥生の小海退
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研究成果の学術的意義や社会的意義
濃尾平野や豊川平野，矢作川下流低地には，弥生の小海退に伴って形成されたと考えられる埋積浅谷の基底部に
泥炭層が厚く発達する．近年，埋積浅谷の形成要因として，堆積中心の海側への移動に伴う，内陸側における侵
食と海側における堆積の同時進行が提唱されている．本研究は，多数の堆積物コアと放射性炭素年代値に基づい
て，このような埋積浅谷の形成モデルと泥炭層の発達さらには海水準変動との関係を明確にしたものであり，関
東平野と東海地方には類似した泥炭層の形成メカニズムがあったことを示唆する．本研究は，関東平野中央部に
おける流域全体を捉えた泥炭層の発達モデルを構築できた点に意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
関東平野における海水準は 7千年前（ka）に標高 3 mの高頂に達した．縄文海進と呼ばれる
この海水準高頂は 4 kaにかけてほぼ同じ標高で継続した．その後，弥生の小海退に伴って海水
準は 4～3 kaにかけて 5 m低下した．3～2 kaには海水準は再度上昇し，2 ka以降は現在とほ
ぼ同じ標高で推移したと考えられている（Tanabe, 2022）． 
関東平野では縄文海進以降，デルタの前進が顕著に認められるようになった（Tanabe et al., 

2023）．このようなデルタの前進に伴い，通常，プロデルタ泥層はデルタフロント砂層へと上方
粗粒化し，デルタフロント砂層は干潟砂泥層，氾濫原泥層へと上方細粒化する．しかし，東京低
地や中川低地の南部では干潟砂泥層が存在せず，デルタフロント砂層が河川チャネル砂層によ
って広域的に削剥されている．このような事象から，田辺・石原（2013）は，弥生の小海退に伴
う埋積浅谷（井関，1983）の形成と，その後の河川チャネル砂層による埋積浅谷の充填があった
ことを推定した． 
東京低地と中川低地の南部で埋積浅谷が形成された 3 ka前後，中川低地の北部と加須低地で
は泥炭層が広域的に形成された（平井，1983；江口・村田 1999）．この泥炭層の直上には，利根
川起源の砕屑物を含む河成層が厚く累重することから，当該地域の泥炭層は利根川が荒川低地
から中川低地へと流路を変遷する前の土砂欠乏状態で形成されたと考えられてきた． 
しかし，中川低地の北部と加須低地で堆積速度の小さな泥炭層が形成されていた頃，なぜ東京
低地と中川低地の南部に河川チャネル砂層が広域的かつ急速に発達したかは明らかにされてお
らず，上流域における泥炭層と下流域における河川チャネル砂層の層位関係の解明が求められ
ていた． 
 
２．研究の目的 
 
中川低地の春日部市の基準コアでは，標高-1～0 mに植物片に富む有機質泥層が分布する（図

1；中西ほか，2011）．この有機質泥層は 64 µmよりも細かな微粒子有機物を主体とする．中川
低地の北部と加須低地における泥炭層は，この有機質泥層とほぼ同じ標高に分布しており，分布
深度に基づくと，両者は対比される．本研究では，中川低地の北部における泥炭層もしくは有機
質泥層（以下，有機質泥層と呼ぶ）の詳細な層相と形成年代の解析に基づき，その形成メカニズ
ムの解明を試みた． 

 
３．研究の方法 
 
本研究では，埼玉県杉戸町と加須市において，
それぞれ沖積層の基底まで到達する堆積物コア
を採取した（図１）．堆積物コアは CT 画像の撮
影の後に半裁し，裸眼写真の撮影と層相の記載，
さらには粒度分析用試料の分取を行った．層相
の記載は，岩相（粒度，粒子の支持様式，岩相境
界の特徴，堆積構造，色調）と生物化石相（貝化
石と生痕化石の種類と産状，植物根の有無）に着
目して行った．堆積物コアの半裁面からは 20 cm
間隔で容積が 7 cc のキューブ試料を採取した．
このキューブ試料からは 2 φと 4 φよりも粗
い砕屑物の含有率を測定した．2 φと 4 φより
も粗い砕屑物の含有率は，流水下で 64 µmと 250 
µm の篩を用いた篩分法によって測定した．2 本
の堆積物コアからは，64 µmの篩を用いて，植物
片を水洗篩分した．また，64 µmの篩を通過した
微粒子有機物についても，沈殿させたものから
採取した．これらの植物片と微粒子有機物につ
いては，酸アルカリ処理の後にグラファイトを
作成し，加速器質量分析計を用いて放射性炭素
年代値を測定した．なお，本報告書では暦年代を
使用する． 
 
４．研究成果 
 
2 本の堆積物コアからは層厚が 40～60 cm の
有機質泥層が検出された（図 2）．この有機質泥

図 1．中川低地と堆積物コアの採取地点 

10 m 間隔のコンターは沖積層の基底深度分布を示す．

Tanabe et al.(2023)を改編． 



層の下位には内湾泥層，上位には氾濫原泥層が分布する．有機質泥層は，杉戸町のコアでは深度
6.0～5.4 m（標高-1.0～-0.4 m），加須市のコアでは深度 8.8～8.4 m（標高 1.3～1.7 m）に分布
する．これらの有機質泥層は，ほとんどが微粒子有機物から構成されるが，一部に植物片を含む．
また，本有機質泥層には生痕化石が散在する．有機質泥層の 2 φと 4 φよりも粗い砕屑物の含
有率は，ほぼ 0%である． 
杉戸町のコアでは，内湾泥層の最上部から 3.9 ka，有機質泥層から 3.8 ka，氾濫原泥層の基
底部から 2.4 ka の年代値が得られた（図 2）．また，有機質泥層を構成する微粒子有機物の年代
値は 3.8 ka であった．加須市のコアでは，内湾泥層の最上部から 5.4 ka，有機質泥層から 3.5 
ka，氾濫原泥層の基底部から 3.3 ka の年代値が得られた．また，有機質泥層を構成する微粒子
有機物の年代値は 3.4 ka であった．これらの年代値は，内湾泥層と氾濫原泥層との間には，杉
戸町のコアで 3.9～2.4 ka（1300 年間），加須市のコアで 5.4～3.3 ka（2100 年間）に形成され
たコンデンスセクションが存在したことを示す．また，有機質泥層から得られた植物片と微粒子
有機物は，ほぼ同じ年代値を示すことから，有機質泥層は湿地や池沼において植物片が分解した
黒泥が主体をなすと考えられる． 

図 2．有機質泥層とその上下の層準のコア写真 

黒丸と数字は，それぞれ放射性炭素年代試料の採取層準とその年代値を示す． 



加須市と杉戸町，春日部市のコアに認められた有機質泥層とその上下の層準の堆積曲線と関
東平野中央部における海水準変動曲線（Tanabe, 2022）を図 3に対比する．この図は，中川低地
の上流ほどコンデンスセクションの分布深度が浅く，形成時期が古い一方で，中川低地の下流ほ
どコンデンスセクションの分布深度が深く，形成時期が新しいことを示す．このような事象は，
弥生の小海退に伴う侵食面とコンデンスセクションの形成が，上流から下流に伝播したことを
示唆する． 
本研究によって，中川低地の北部における有機質泥層が 5～2 ka に形成されたコンデンスセ
クションをなすことが確認された．中川低地の南部と東京低地における埋積浅谷と河川チャネ
ル砂層の形成年代はこれと同期する（田辺・石原，2013）．また，利根川の主流は 5 ka には既に
荒川低地から中川低地へと流路を変遷したと考えられている（Tanabe, 2024）．これらを合わせ
て考慮すると，弥生の小海退にかけた海水準低下に伴い，加須低地と中川低地の北部では河川の
侵食による埋積浅谷ならびに砕屑物のバイパスによる湿地・池沼の形成，中川低地の南部と東京
低地では埋積浅谷と河川チャネルの形成，そして，利根川の河口では急速なデルタフロントの形
成が同期したと考えられる． 
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図 3．有機質泥層とその上下の層準の堆積曲線 

点線と灰色の範囲は奥東京湾における潮差を考慮した海水準変動曲線（Tanabe, 2022）を示す． 
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